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が

方広寺梵鐘（重要文化財）
高さ4.2ｍ、重さ82トンの巨大な鐘
有名な「国家安康　君臣豊楽」の
銘文を見ることができます。

大仏殿の巨大な礎石
が残されています。

礎石

博物館の庭園には、秀吉
によって掛けられた五条
大橋の橋脚が展示されて
います。入館有料。

五条大橋橋脚

（国史跡）
文禄・慶長の役における
朝鮮国の戦没者を慰霊す
る塚。

方広寺石塁 （国史跡）
方広寺の正面である
西側を区画する巨大
な石塁。高さ３ｍ、
南北の長さは250ｍ
にも及びます。

馬塚 （国史跡）
豊臣家滅亡後に秀吉を慕
う人々によって建てられ
たといわれる五輪塔。

唐門 （国宝）
伏見城の遺構と伝
えられています。

参拝路の石敷きは大仏殿
に敷かれていたものがリ

サイクルされています。

石敷き

豊国神社宝物館
秀吉の大仏殿が描か
れた「豊国祭礼図」
展示されています。
（重要文化財）（有料）

南大門

太閤塀（重要文化財）
蓮華王院を取り込む形で方広
寺の南を限る築地跡と南門に
にあたる。

が

第249回京都市考古資料館文化財講座（現地講座）資料　１



慶長13年 1608

第249回京都市考古資料館文化財講座（現地講座）資料　２



東 

大 

路

方広寺

豊国神社

京都国立博物館

正面通



秀吉期基壇地覆石
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